『合理的配慮依頼書』取扱注意

記入日：令和　　年　　月　　日

	氏名：

	所属学科　　　　　　　　　　　　　　　　　　受験番号/学籍番号



1.　連絡先
	①本人連絡先（メールアドレス）　　　　　　　　　　　　　　（電話）

	②保護者緊急連絡先（メールアドレス）

	③保護者等緊急連絡先（電話）　　　　　　　　　　　　　名前（　　　　　　　　）続柄（　　　　　）



2.　修学上困難を伴う事例（これまでどんなことで困ったか。これからどんなことで困りそうか？）
	



3.　希望する支援や配慮（現時点で希望する内容を書いてください。）
	


※高専生活はこれからなので、入学後にどんなことで困りそうか、どんな支援が必要になるか予想するのは難しいかもしれません。これまでに困ったことを具体的に書いてください。入学後のことについては面談の時に一緒に考えることもできます。
4.　障害や慢性疾患等がある場合（診断書や障害者手帳に記載がある名称を記入してください。）
	①診断名：

	②診断年月日：

	③主治医・かかりつけ医療機関等：



[bookmark: _GoBack]5.添付する資料（添付する資料について該当するものに✓をしてください。）
	□障害者手帳の種別・等級・区分認定が分る書類　　　□専門家の所見
□適切な医学的診断基準に基づいた診断書　　　　　　□中学校・特別支援学校中等部における支援状況に
□標準化された心理検査等の結果　　　　　　　　　　　関する資料


（注）高等専門学校は制度上高等教育機関に分類されています。（一般の高等学校は制度上の分類は後期中等教育機関に分類されています。）あなたが障害を理由とした合理的配慮の提供を希望するときは、合理的配慮を受けたい、というあなたの希望表明（意思の表明といいます）が支援検討のスタートになります。中学校までと支援が大きく変わるため、戸惑うことがあるかもしれませんが、高専スタッフ皆で支えていきますので、どうかご活用ください。






6.本人、保護者による合理的配慮提供の意思表明の確認（面談後に記入）
□合理的配慮に関する説明を受けました。　□合理的配慮の提供を希望します。
本人氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保護者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
